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１．概要（Summary） 

電解処理を用いた材料特性改質に関する 2件の開発研

究の進捗状況について報告する。 

(A) パワーモジュールに向けた異種部材間の拡散接合 

(B) 浄水処理に向けた鉄系高分子凝集剤の活性化 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した共用設備：走査型電子顕微鏡 

(A) 接合条件を変化させて作製した接合体の接合界面

の微構造を観察するとともに接合強度を比較することで、

接合材金属への電解処理効果を調べた。 

(B) ダム湖水を対象とした凝集実験処理水中の固液分

離特性（色度、濁度、有機成分）を可視紫外分光測定に

よって評価するとともに粒度分布変化を比較することで、

鉄系高分子凝集剤への電解処理効果を調べた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

(A) 拡散現象を律速する接合時間を変化させて接合体

試料を作製し、せん断強度を比較したところ、接合材と

した金属に電解処理を施さない場合には接合時間が長

くなるにつれて硬く強くなるが分散が大きくなるといった

特徴（脆性破壊）が顕著になるのに対して、特定の条件

で電解処理した場合は一旦柔らかく強くなり、分散も抑

えられるといった特徴（強靭化）を示した。別途、接合材

金属について取得した熱分析データから、接合初期状

態での金属表面の酸化被膜除去と接合中期以降にお

ける局所的な塑性変形性の付与が、異種部材間の接合

に対する水素着脱効果の本質であろうと議論した。 

(B) 電解処理により、該凝集剤適用上の課題であった

「残色」だけでなく、濁度と有機成分についても浄水場

処理水と同等かこれを上回る水準で固液分離できること、

さらには混和する凝集剤濃度範囲を拡大しうることを見

出した。また、粒度分布測定から、適当な電解処理が固

液分離を促進する可能性があることが分かった。 

(A)、(B) いずれも、電解処理による特性改変のメカニ

ズムについての検討が今後の課題である。具体的には、

電解条件とした通電電流量を変化して各特性（接合性／

固液分離性）を比較するとともに、基本物性評価に基づい

てモデル化を図る。 
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